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■
曽
於
の
伝
説
・
民
話　

其
ノ
二
十
五

「
岩
川
飛
行
場
跡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
　

大
隅
町
月
野
の
八
合
原
は
、
平
坦

な
シ
ラ
ス
台
地
で
あ
る
。
現
在
は
家

畜
関
係
の
施
設
な
ど
が
あ
り
、
周
辺

は
市
街
地
が
広
が
る
平
和
な
地
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
こ
は
、
六
十
数
年
前
の
太
平
洋

戦
争
終
結
直
前
に
、
海
軍
岩
川
飛
行

場
が
急
造
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
五
月

か
ら
夜
戦
飛
行
隊
「
芙
蓉
部
隊
」（
ふ

よ
う
ぶ
た
い
）
が
発
着
し
た
舞
台
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
川
基
地
か
ら
出
撃
し
て
帰
ら

ぬ
隊
員
が
八
十
余
名
に
も
達
し
、
毎

年
そ
の
隊
員
達
の
慰
霊
祭
が
十
一
月

十
一
日
に
、「
芙
蓉
之
塔
」
の
下
で

執
り
行
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

未
曽
有
の
戦
争
被
害
（
と
り
わ
け

原
爆
や
特
攻
・
玉
砕
な
ど
）
は
、
戦

後
の
日
本
を
平
和
主
義
や
国
際
協
調

主
義
に
至
ら
せ
た
が
、
今
で
も
『
あ

の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
保
坂

正
康
）
と
問
い
直
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
裁
判
（
極
東
国
際
軍
事
裁

判
）
は
「
勝
者
の
裁
き
」
で
あ
る
と

か
、「
文
明
の
裁
き
」
で
あ
る
と
か

議
論
が
続
く
。
さ
ら
に
、
靖
国
神
社

と
Ａ
級
戦
犯
合
祀
が
国
際
問
題
化
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
う
し
た
論
議
は
、
現
実
の
戦
争

遺
跡
と
犠
牲
者
の
存
在
を
抜
き
に
し

て
は
語
れ
な
い
。
岩
川
飛
行
場
付
近

に
は
、
当
時
の
シ
ラ
ス
壕
や
セ
メ
ン

ト
製
地
下
壕
の
一
部
が
現
在
も
残
っ

て
お
り
、
貴
重
な
戦
争
史
料
で
あ
る
。

　

岩
川
飛
行
場
を
基
地
と
し
た
「
芙

蓉
部
隊
」
と
は
、
ど
ん
な
軍
隊
だ
っ

た
の
か
。
岩
川
に
居
住
す
る
元
搭
乗

員 

池
田
秀
一
さ
ん
に
当
時
の
様
子

を
聞
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

芙
蓉
部
隊
の
指
揮
官
美
濃
部
正
少

佐
は
、
戦
況
が
不
利
に
な
り
つ
つ
あ

る
昭
和
十
九
年
に
、
特
攻
作
戦
が
主

流
と
な
る
中
、
こ
れ
に
異
議
（
反
対

で
は
な
い
）
を
称
え
、
夜
襲
部
隊
の

編
成
を
主
張
し
た
と
い
う
。
人
命
や

機
材
を
大
切
に
し
、
か
つ
効
果
が
上

が
る
方
策
と
考
え
た
。
連
合
艦
隊
作

戦
会
議
に
お
い
て
、
居
並
ぶ
上
官
た

ち
の
末
席
で
、
統
帥
が
厳
し
い
中
で

の
勇
気
を
奮
っ
た
進
言
は
、
長
官
に

採
用
さ
れ
、
そ
の
後
芙
蓉
部
隊
は
そ

の
任
務
を
遂
行
し
た
と
い
う
。　
　

　

ま
た
、
岩
川
飛
行
場
は
徹
底
的
に

偽
装
さ
れ
、
昼
間
は
牛
が
放
た
れ
、

農
地
に
見
せ
か
け
た
。
そ
の
為
に
、

一
回
の
爆
撃
も
受
け
ず
、
周
辺
の
被

害
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
は
幸
運

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
れ
に
し
て
も
、
太
平
洋
戦
争
は

何
故
起
き
た
の
か
。
エ
ー
ル
大
学
教

授
朝
河
貫
一
は
、日
露
戦
争
後
に
『
日

本
の
禍
機
』（
一
九
〇
八
年
）を
著
し
、

将
来
日
米
衝
突
が
起
き
た
ら
、
国
家

と
人
類
進
歩
に
重
大
な
支
障
を
来
た

す
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。　
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
太
平

洋
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
を
主
と
す
る
連

合
国
と
戦
い
、
敗
戦
の
憂
き
目
を
見

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

戦
争
遺
跡
は
他
に
、
松
山
の
積
部

隊
や
財
部
の
鋒
部
隊
も
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
末
吉
高
校
敷
地
か
ら
鉄

兜
が
大
量
に
出
土
し
た
。
市
内
戦
跡

に
故
大
社
義
教
氏
（
日
本
ハ
ム
㈱
）

や
鳥
井
道
夫
氏
（
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
）

も
縁
が
あ
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。　

　
「
芙
蓉
之
塔
」
の
前
に
佇
む
と
、

戦
争
の
現
実
に
ぼ
う
然
と
し
、
慰
霊

の
念
を
抱
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「芙蓉之塔」
　「芙蓉之塔」が語りかけるものは国家・国民の弥

いやさか

栄であろう。


